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京都と奈良の間。城陽市にある青谷梅林です。


単線の駅を降りて、のぼり旗に導かれて１０分ほど歩くと、


山裾のあたりに梅林がありました。
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梅園とは梅の木の本数が違うので、こんな感じです。


これでも五分咲き。
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ああ芳しい。


梅林なので、本来は梅の実の収穫が目的ですから、


背丈を低く剪定されています。


 


根元の直上３０cmあたりで、横に広がるように


枝が分けられています。


ちょっとワイナリーの葡萄畑を思いました。
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花もシンプルというか、天神さんの梅の紋そのもの。


あくまでも梅の収穫が目的の梅なので。
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よく晴れて、風もなく、気温は１９度。


ああ、香しい。
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ミツバチも大忙しです。


このミツバチ君たちがいなかったら、


一つ一つ受粉してまわらねばなりません。
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背景の白く丸い光は、すべて花です。
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これはおそらく観光用に植えてあるものと思われ。


緩い坂を登った上には、梅の木が多すぎて


まっすぐ歩けない公園があり、うどんやおでんなどの軽食。


梅干しやヨモギ餅なんかの販売所がありました。


 


ええ感じです。
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先ほどのハチ君たちのお家です。


はちみつも販売されていましたので買ってみようかと思いましたが


「梅の香りとかするんですか？」と聞いたら、


「そんなもん、梅以外にもいっぱい花咲いてるし。」と。


、、、正直すぎる。
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老木なんかには、びっしりと厚く苔で覆われて


いるのもありました。


鎌倉の末期頃から栽培されているそうです。
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別の日の、北野天満宮の梅です。


鑑賞目的の梅は、やはり優美に手入れされています。













        [image: ]













        [image: ]













        [image: ]


こちらは長岡天満宮の梅、、、って


どんだけ見に行ってるの、と自分でも思います。
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八重が多くて、それはそれで美しいんですが、


こどもの頃からの梅のイメージとは少しずれてしまいます。


けれども、この黄色いしべを見るとやはり、ああ梅やなあと。
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 こちらからダウンロードいただけます。


https://plus.google.com/u/0/photos/114885429053251684713/album/6258923288578180897?authkey=CP_xs8Ko_JWZcA
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